








平成 23 年版の男女共同参画白書［1］によると、1970 年代から現在にかけて女性の労働力率が大き
く向上している。特に、25 歳から 29 歳の階級では、1970 年代に女性の労働力率が 42％程度であっ
たものが、現在では 77％近くまでと大幅に増加している。30 歳から 34 歳で 44％から 68％、35 歳
から 39 歳で 54％から 66％、40 歳から 44 歳でも 60％から 71％へと、どの年齢別階級においても女
性の社会進出が進む様子が顕著に表れている。一方、平成 21 年度に厚生労働省から発表された出
生に関する統計によると［2］、1975 年に 24.7 歳であった女性の平均初婚年齢が 2009 年には 28.6 歳
へと上昇し、合計特殊出生率については 1970 年の 2.13 から 1974 年には置換水準であると言われる
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追補　シミュレーションモデルの DYNAMO 方程式（ソフトウェア Vensim）
再生産前期年数 = 再生産後期開始年齢 - 再生産年齢下限
再生産年数 = 再生産年齢上限 - 再生産年齢下限
再生産年齢上限 =50
再生産年齢下限 =15
再生産後期年数 = 再生産年齢上限 - 再生産後期開始年齢
再生産後期開始年齢 =35
出生数 = 出産人数 * 胎数 *（1- 死産流産）
出産しない割合 =0.5
出産人数 = 女 再生産年齢（早期出産）* 早期初産の人の今年生む確率 + 女 再生産後期 * 後期初産
の人の今年生む確率
女 再生産年齢（早期出産）= INTEG（成長 3- 成長 4,84422*（1- 男性比）* 早期初産割合）
女 再生産年齢（非出産）= INTEG（成長 5- 成長 6- 成長 7,84422*（1- 男性比）*（1- 早期初産割合）*（再
生産前期年数 / 再生産年数））
女 再生産後期 = INTEG （成長 6- 成長 8,84422*（1- 男性比）*（1- 早期初産割合）*（1- 再生産前期年
数 / 再生産年数）*（1- 出産しない割合））
女 再生産後期（非出産）= INTEG （成長 7- 成長 9,84422*（1- 男性比）*（1- 早期初産割合）*（1- 再生
産前期年数 / 再生産年数）* 出産しない割合）
女 幼少 = INTEG （女子出生 - 成長 3- 成長 5,　17585*（1- 男性比））
女 老年 = INTEG （成長 4+ 成長 8+ 成長 9- 女性死亡 ,25760*（1- 男性比））
女子出生 = 出生数 *（1- 男性比）
女性平均余命 50 歳時 = 女性平均寿命 - 再生産年齢上限
女性平均寿命 =86
女性死亡 = 女 老年 / 女性平均余命 50 歳時
後期初産の人の今年生む確率 = 後期初産の人の期待する子供の数 / 再生産後期年数
後期初産の人の期待する子供の数 =1
成長 1= 男 幼少 1/ 再生産年齢下限
成長 2= 男 再生産年齢 / 再生産年数
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成長 3= 早期初産割合 * 女 幼少 / 再生産年齢下限
成長 4= 女 再生産年齢（早期出産）/ 再生産年数
成長 5=（1- 早期初産割合）* 女 幼少 / 再生産年齢下限
成長 6=（1- 出産しない割合）* 女 再生産年齢（非出産）/ 再生産前期年数
成長 7= 出産しない割合 * 女 再生産年齢（非出産）/ 再生産前期年数
成長 8= 女 再生産後期 / 再生産後期年数
成長 9= 女 再生産後期（非出産）/ 再生産後期年数




男 再生産年齢 = INTEG （成長 1- 成長 2,84422* 男性比）
男 幼少 1= INTEG （男子出生 - 成長 1,17585* 男性比）
男 老年 = INTEG （成長 2- 男性死亡 ,25760* 男性比）
男子出生 = 出生数 * 男性比
男性平均余命 50 歳時 = 男性平均寿命 - 再生産年齢上限
男性平均寿命 =78
男性死亡 = 男 老年 / 男性平均余命 50 歳時
男性比 =0.51
総人口 = 女 再生産年齢（早期出産）+ 女 再生産年齢（非出産）+ 女 再生産後期 + 女 再生産後期（非
出産）+ 女 幼少 + 女 老年 + 男 再生産年齢 + 男 幼少 1+ 男 老年胎数 =1
